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ロメータ (His)､新型電荷分離磁石 (SPL)および本研究に特化 したシケインビームラインを新規に設
計､製作し､実験遂行を川間氏は国際共同研究グループにおいて中心的に行った｡
中でもspL磁石の設計においては電磁石のポ-ル形状等の決定､詳細なシミュレーションコードの開
発に責任を持ち､研究を推進した｡
本研究では散乱電子スペクトロメータにおける背景雑音の計数率制御が実験の成否を握る鍵になる｡そ
の為､散乱電子スペクトロメータの配置､特に分散面からの角度に関してシミュレーションに基づき詳細
な設計を行い､その設計に従いHESスペクトロメ-夕を日本において製作､テストし米国JLabに輸出､
設置を行った｡
JLabにおける2009年のデータ収集時は現地においてデータ収集を遂行 し､その後は国際解析グループ
の日本側解析グループの中核として､スペクトロメータの校正､断面積算出に必要な各種効率の見積もり､
系統誤差評価に必要な解析コードを開発した｡川間氏が中心となり新規に開発した検出器､および解析コー
ドを用いることにより12̂ B-イパー核の束縛エネルギ-スペクトラム､p(e,e'K')A反応の微分断面積を運
動量移行がゼロに近いところで測定することに成功し､過去の実験､理論と比較検討を行い誤差の範囲内
で一致する結果を得た｡分解能が本来予定していた値に未だ達していない点に関しては今後に課題を残す
が､大型スペクトロメータ､解析コードを完成させ､国際共同研究を成功に導く道筋をつけたことは高く
評価できる｡
したがって､川問大介氏提出の博士論文を､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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